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      青島輸入商品展へ出展 

 

10 月 17 日～20 日の 4 日間、青島

市で開催された輸入商品展へ出展し

ました。 

輸入商品展は市内北部の会場で韓

国、ロシア、モンゴルなどその他多

くの国が参加して商品を展示するだ

けでなく、販売もあり来場者で賑わ

いました。 

新潟市は観光パンフレットと、新

潟市で制作した観光 PR ビデオ「NIIGATA -A 

HIDDEN GEM」、亀田縞とノイズムが協力して制

作した PR ビデオをモニターで紹介をしました。 

青島は温厚な人柄の方が多い印象でした。観

光がメインではない会場でしたが、新潟市への

関心と興味をもっていただき PR することがで

きました。（松井） 

 

 

新潟市議会代表団青島市を訪問 

 

新潟市議会と青島市人民代表大会常務委員

会が友好交流の覚書を交わして今年で 10 周年

を迎えるにあたり、10 月 30 日から 11 月 2 日

にかけて、佐藤豊美新潟市議会議長を団長とす

る新潟市議会の代表団が青島市を訪問しまし

た。 

青島市人民代表大会常務委員会を表敬訪問

し、両議会が今後とも交流を継続・発展させる

ことを確認した他、日本国駐青島総領事館やジェ

トロ青島を訪問、経済状況を含む中国の現況につ

いて説明いただきました。 

他一行は、イオン青島を視察した他、青島亀田

製菓を訪問し、米菓の生産工程を視察した後、現

地での経営の難しさなど、現状について意見交換

を行いました。（池田） 
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      中国国際旅游交易会に出展、昆明で新潟を宣伝 

 

11 月 15 日（金）から 17 日（日）までの 3 日間、昆明滇池国際センターにて「中国

国際旅游交易会 2019」が開催されました。 

 

同博覧会は上海と昆明を隔年で開催され、75 ヶ国、一般 86 千人超の来場者を誇る、

中国国内でも大規模な旅游博覧会の一つです。上海から西へ 2,400 ㎞の距離にある昆

明の日の出は遅いため、お昼近くに来場者が多くありました。北京や上海で開催され

る博覧会と比べると会場が大きいせいか入場者が少ないように感じましたが、実際に

は大勢の方から訪れていただき新潟を PRすることができました。（松井） 

 

 

 

      北京「なだ万」で新潟米を PR 

 

中国での新潟米輸入解禁から約一年と

なる 11 月 15 日、新潟県の主催により、

北京市中心部にある高級料理店「なだ万」

北京店において、中国当局関係者やメデ

ィアを集め、新潟県産米で作ったお寿司

やおにぎりを振舞うなどして新潟米の PR

を行いました。 

 

 

 

 

参加者からは「とても美味しい」などの声が上

がり大好評でした。日本酒はじめ他の食品につい

ても、一日も早い輸入解禁が待たれます。（池田） 
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      大連市での旅行商談会に参加 

 

11 月 21 日、

今年で二回目

となる「大連

海外旅行商説

会」で、大連

市内、市外の

旅行社計２０

社に対し、個

別に新潟市の

観光 PRを行い

ました。 

 

東京から最速で 90分という首都圏から近いことは、強みとして評価していただけて

いるようです。周辺市町村の観光資源と併せたツアー造成が、より現実的な提案だと

いうことも実感しました。 

 今後も機会を捉え、新潟市を PRしていきたいと思います。（池田） 
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 北京は１１月１５日から暖房が入った。いよいよ本格的な冬の到来だ。今年もやや

暖冬気味のようだが、日によって寒暖の差が激しい。最近のニュースでは、今年砂漠

地帯で異常に雨が多いという。９月に甘粛省の敦煌に旅をした友人の話では、この有

名な乾燥地帯で、観光した２日間雨が降り続いたという。敦煌の仏教石窟群では「莫

高窟」が有名だが、４世紀から約千年に渡り彫られ続けられた世界最大の仏教遺跡で

ある。この貴重な仏教遺跡は、かつて一部が異民族の破壊に遭ったが、現在も比較的

完全な形で残っているのは気候と関係がある。ほとんど雨が降らない乾燥地帯だから

である。なお、新疆ウイグル自治区のタクラマカン砂漠でも、今年は異常に雨が多い

という。一時的な現象かどうかはわからないが、ある学者は「気象変動で、このまま

砂漠地帯で多雨が続けば、数十年後に砂漠は緑地と化す」と言っている。 

 さて、世界の「政治気象」も異常な状況が続いている。米中経済戦争など、中国も

この政治的異常気象に巻き込まれ、四苦八苦している状況は変わっていない。その中

で第３四半期（７月―９月）の成長率が発表された。６．０％であった。専門家の間

では、６％を切るのではないかという予測もあったが、政府の目標である「６．０％

から６．５％維持」はかろうじてクリアした。 

 中国経済が大きな曲がり角にあり、成長は緩やかにだが減速している事は間違いな

い。しかし北京の街を歩くと、中国の景気が良いのか、悪いのかわからなくなる。デ

パートや商店は大変な人出だ。レストランはどこも満員である。確かに高級品の買い

控えはあるようで、新車販売も低調だ。しかしこれは所得が減ったからではなく、様々

な要素がある。先ずは習近平の「腐敗一掃」運動の中で、贅沢を排すという雰囲気が

広まった。官官接待が無くなり、高級品の贈答が影を潜めた。接待が多かった超高級

西園寺 一晃先生の 
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レストランでも客は激減した。有名ブランド品を扱う店はずいぶん売り上げが減った

という。もう一つは、やはり将来に対する不安である。不必要な出費は控えるという

風潮が蔓延した。車も軽が売れ、中古車が売れるようになった。 

 しかし、皆が買い控えしているわけではない。金銭や買い物に対する意識は、世代

間でずいぶん違う。一般的に、改革開放以前の生活を体験している中高年は、将来の

ためにせっせと預金し、決して贅沢品は求めない。ところが豊かな環境で育った若者

たちは、「金は使うもの」と思っている。「宵越しの金は持たない」若者は多い。特

に「独身貴族」は、時には借金してでも欲しいものは手に入れる。この事を如実に反

映したのが「光棍節」（独身の日）のネット通販フィーバーだ。今年で１１回目だが、

毎年１１月１１日を「独身の日」とし（一般には「双１１」と呼ばれる）、中国のネ

ット通販が一斉にセールをする。ネット通販は多数あるが、抜きんでているのは「阿

里巴巴」（アリババ）で、ほぼ独占状態にあると言える。アリババは情報、通信など

を扱う巨大企業で、企業間電子商取引（Ｂ２Ｂ）のオンラインマーケットを運営、２

４０余の国に５４００万の会員を有する。 

 独身の日のネット通販は、各社とも世界中からあらゆる分野の商品を用意し、通常

よりかなり安い値段で販売する。１１月１１日の深夜０時から２４時間、ネット上で

一大商戦が繰り広げられる。正に国中がフィーバーすると言っても過言ではない。主

なターゲットは若者だが、今やサラリーマンや主婦を巻き込み、国民的行事となって

いる。翌日の１１月１２日は、中国で最も寝不足の人が多い日だ。今年は米中経済戦

争の煽りで、不況感が漂い、買い控え風潮が蔓延しているので、この独身の日ネット

通販の売り上げはどうなのか、注目を集めた。多くの人は、昨年には及ばないだろう

と予想した。因みにアリババの２０１８年「独身の日」のネット通販の売り上げは、

過去最高の２１３５億元（約３．３兆円）であった。アリババは強気で、国内外でこ

の日５億人がネット通販を利用し、売り上げは昨年を上回ると豪語した。 

 蓋を開けてみると、開始早々から昨年を遥かに上回る大フィーバーが巻き起こった。

アリババのネット通販は、開始１分３６秒で１００億元（約１５００億円）を突破、

１時間３分５９秒で１０００億元（約１兆５０００億円）を突破、その後も売り上げ

は伸び続け、１６時間半で昨年の売り上げを超えた。結局アリババの売り上げは対前

年比２５％増の２６８４億元（約４兆１０００億円）で、今年も過去最高を記録した。

外国製品だけを見ると、売り上げの１位は日本、２位は米国であった。日本製品では

花王、資生堂、ムーニー、ヤーマンなどの製品が人気を集めた。 

 独身の日の通販爆買いフィーバーを見ると、中国の景気は良いのか、悪いのかわか

らなくなる。ただ確実に言えることは、潜在的な購買力は依然存在するという事だ。

不景気と言っても、所得が下がり、物価が上がり、従って実質的な貧困化が始まって

いるわけではない。今年１月―９月の全国１人当たりの可処分所得は２万２８８２元

で、昨年同期比名目８．８％増加、物価要因を除いた実質増加は６．１％であった。

成長率とほぼ同じ増加率である。ただ１月―６月は６．５％増だったので、伸び率が

鈍化したとは言える。ここ数年、人々の所得は実質で毎年６％以上伸びている。伸び

率が鈍化したとは言え、この数字は世界的に見ても、最上位のグループに属する。工

業生産の１月―９月の伸び率（年間売上高が２０００万元以上の企業）は対前年同期

比５．６％増、サービス業生産指数も７．０％伸びた。需要は、社会消費品小売総額

が８．２％増。投資は、全国の固定資産投資が５．４％増で、うちハイテク製造業へ

の投資は１２．６％伸びた。不動産開発投資は１月―９月は１０．５％増であった。 

 総じて言えば、確かに全体として中国経済は減速している。しかし、伸び率は鈍化

しているが、経済が縮小しているわけではなく、世界的に見れば、かなりな幅で伸び
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ているとも言える。これが、中国が比較的安定している要因だ。世界経済が不透明な

この時期、そして米中経済戦争で大きな打撃を受ける中で、中国は大健闘していると

言えるのである。この点は、日本の経済界も敏感である。 

 昨年の１０月、安倍首相は訪中し、習近平主席、李克強首相らと会談したが、安倍

首相は約１０００人の経済人を同行した。日本経済の再起動、アベノミクスの成長戦

略にとって、中国経済との協力は不可欠だ。一方で、米国と経済戦争中の中国にとっ

て、日本との経済連携は是非ものである。日中関係は「改善の軌道に乗った」と言わ

れる。そういう雰囲気が出るのは良い事だが、実態は経済中心の「相互利用」だ。ま

あそれでも双方に利があれば良いではないかとも言える。（止） 

 

 

■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が北京市内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。

お気軽にお問い合せください。 

新潟市北京事務所代表メールアドレス bjniigata@niigata-ipc.or.jp 

mailto:bjniigata@niigata-ipc.or.jp

